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研究の概要 

１ 研究主題設定の理由 

 

 

 

 

本校の児童は、優しく素直な児童が多く、与えられた学習課題に対して一生懸命に取り組む姿がよく見られる。 

しかし、 

○自分の思いや考えを、自分の言葉で表現することに苦手意識がある児童の割合が高いこと 

○自分の意見に自信がなく、意見の交流をしても内容の深まりがみられないこと  

が課題として挙げられる。 

これまでの研究の取組により、国語科においては、児童が単元のゴールをイメージしながら主体的に学習計画

を立てることができるようになった。また、「登場人物の心情や場面の様子をとらえながら読むこと」、「発表を

聞くとき、相手の考えをとらえ、自分の考えと比べながら聞くこと」について意識の高まりが見られ、自分の考

えをもって意欲的に少人数での交流に参加する児童が増えてきた。しかし、個人差があり、全員が確実に自分の

考えをもつことができていないこと、全体交流では、自分の考えを表現することがまだ難しい児童がいる等の課

題が残った。そこで、本校では、国語力を「論理的に思考し、思いや考えをもつ力と思いや考えを豊かに伝え合

う力」とし、国語科の中での国語力はもちろん、他教科（主に社会科）で生きる国語力の研究を深めていくこと

とした。以上のことから、基礎学力の定着を図り、豊かに伝え合う力を培う中で、生き生きとした笑顔あふれる

児童を育成することを目標に上記の研究主題を設定した。 
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２ 研究組織  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き生きとした笑顔あふれる指っ子の育成 

校長 

教頭 

研究推進委員会：研究主任・研究推進委員・教務主任 

全体会 

専門部会  

授業研究部（国） 授業研究部（社） 環境整備部 
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３ 全体構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○身に付けさせたい力の明確化 

〇「指扇小ベーシック」の見直し・活用 

（単元構成、授業の進め方、ワークシート、ノート指導等） 

 ○言語活動の共有化 

〇「学習コーナー」を活用した主体的な学習の充実 

〇交流活動の充実（系統性・目的意識・順序・方法の明確化） 

○交流の視点として「どうしてはかせ」の活用 

〇基礎学力の定着を図る「たけのこタイム」の充実 

○他教科との関連 

 

 

研究の重点≪手立て≫ 

 

 

 

 

生き生きとした笑顔あふれる指っ子の育成 

学校教育目標 

 豊かな心をもち、進んで学び、たくましく生き抜く、 

心身共に健康な児童の育成を図る 

○おもいやりのある子 ≪ 徳・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ≫ 

○よく考える子    ≪    知    ≫ 

○たくましい子    ≪    体    ≫ 

・教育基本法、学校教育法 

・学習指導要領 

・さいたま市の学校教育 

推進の指針、指導の努力点 

・児童の実態 

・保護者や教師の願い 

・社会の実態 

・社会からの要請 

研究の視点１ 

自分の考えをもてるように

するための指導の工夫  

 

研究の視点２ 

豊かに伝え合う力を高める

ための指導の工夫  

研究の視点３ 

基礎学力と学習・生活習慣の 

向上を目指すための工夫 

目指す児童像 

低学年 順序立てて考え、自分の思いや考えをもち、関心をもって伝え合える子 

             ①                ② 

中学年 筋道立てて考え、自分の思いや考えをまとめ、共通点や相違点に着目して伝え合える子 

             ①                ② 

高学年 筋道立てて考え、自分の思いや考えを広げ、立場や意図を明確にして伝え合える子 

             ①                ② 

本校の目指す国語力とは・・・ 

①論理的に思考し、思いや考えをもつ力   ②思いや考えを豊かに伝え合う力 

 

国語力向上 

自分の考えをもち、豊かに伝え合う児童の育成 
 


